
 

 

 

ご あ い さ つ 

平素より，私どもＪＡ岡山をご利用，お引き立ていただき厚くお礼申し上げます。 

さて，このたび以下の項目について，半期(９月末)ディスクロージャーを作成いたしま

したので，皆さまの当ＪＡに対するご理解を深めていただければ幸いに存じます。 

今後とも，皆さまに信頼される協同組合として努力してまいりますので，一層のご支援

を賜りますようお願い申し上げます。 

平成 30年 11 月 
                         岡山市農業協同組合 

 
 

 

（単位：百万円） 

債 権 区 分 平成 30 年 3 月末 平成 30 年 9 月末 増 減 

破産更生債権およびこれらに準ずる債権 422 389 △33 

危 険 債 権 325 257 △67 

要 管 理 債 権 - - - 

小        計 （Ａ） 747 647 △100 

正 常 債 権 153,475 155,023 1,548 

合        計 （Ｂ） 154,222 155,670 1,448 

対象債権に占める比率（Ａ／Ｂ） 0.48％ 0.42％ △0.06％ 
 
  (注)１．「破産更生債権およびこれらに準ずる債権」 

      破産，会社更生，再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれらに準ず

る債権をいいます。 

    ２．「危険債権」 

      債務者が経営破綻の状況には至っていないが，財政状態および経営成績が悪化し，契約に従った債権の元

本の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権をいいます。 

    ３．「要管理債権」 
      要注意先に対する債権のうち「3カ月以上延滞債権」および「貸出条件緩和債権」をいいます。 

    ４．「正常債権」 

      債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして，要管理債権，危険債権，破産更生債権お

よびこれらに準ずる債権以外のものに区分される債権をいいます。 

    ５．金融再生法債権のうち，要管理債権は貸出金，その他の債権は信用事業与信額(貸出金，貸付有価証券，外

国為替，債務保証見返，信用未収利息，信用仮払金)を開示の対象債権としています。 
 

 

平成 30 年 3 月末 平成 30 年 9 月末（見込み） 

14.93％ 14.63％程度 
 
  (注)  平成 19 年 3 月末より，「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成 18 年金融庁・農

林水産省告示第 2 号）の規定に基づいて自己資本比率を算定しています。 
 
 

（単位：百万円） 

 平成 29 年 9 月末 平成 30 年 3 月末 平成 30 年 9 月末 

  

平成 29 年 9 月比 平成 30 年 3 月比 

貯 金 505,721 502,094 537,175 31,454 35,081 

貸 出 金 155,130 154,111 155,555 425 1,444 

預 け 金 338,277 331,349 363,275 24,999 31,927 

有 価 証 券 12,571 12,603 16,967 4,397 4,364 

 

 

[ 満期保有目的の債券 ]                             （単位：百万円） 

種   類 
平成 30 年 3 月末 平成 30 年 9 月末 

貸借対照表計上額 時  価 差  額 貸借対照表計上額 時  価 差  額 

時価が貸

借対照表

計上額を

超えるも

の 

国 債 1,198 1,248 49 1,199 1,239 40 

地 方 債 - - - - - - 

政府保証債 - - - - - - 

金 融 債 - - - - - - 

社 債 100 107 7 100 106 6 

その他の証券 - - - - - - 

小 計 1,298 1,354 56 1,299 1,345 46 

時価が貸

借対照表

計上額を

超えない

もの 

国 債 - - - - - - 

地 方 債 - - - - - - 

政府保証債 - - - - - - 

金 融 債 - - - - - - 

社 債 - - - - - - 

その他の証券 - - - - - - 

小 計 - - - - - - 

合 計 1,298 1,354 56 1,299 1,345 46 
 

[ その他有価証券 ]                               （単位：百万円） 

種   類 
平成 30 年 3 月末 平成 30 年 9 月末 

貸借対照表計上額 
取 得 原 価 
又は償却原価 

差  額 貸借対照表計上額 
取 得 原 価 
又は償却原価 

差  額 

貸借対照

表計上額

が取得原

価又は償

却原価を

超えるも

の 

株 式 - - - - - - 

債 券       

 国 債 - - - - - - 

 地 方 債 699 697 2 198 198 0 

 政府保証債 - - - - - - 

 金 融 債 - - - - - - 

 社 債 3,495 3,400 95 2,576 2,500 76 

そ の 他 1,512 1,483 29 1,820 1,783 37 

小 計 5,707 5,580 127 4,594 4,481 113 

貸借対照

表計上額

が取得原

価又は償

却原価を

超えない

もの 

株 式 - - - - - - 

債 券       

 国 債 - - - - - - 

 地 方 債 1,272 1,300 △28 2,645 2,699 △54 

 政府保証債 - - - - - - 

 金 融 債 - - - - - - 

 社 債 387 399 △13 4,517 4,597 △80 

そ の 他 3,940 4,098 △158 3,912 4,100 △188 

小 計 5,598 5,797 △199 11,075 11,396 △322 

合 計 11,305 11,377 △72 15,669 15,877 △209 
 
  (注)  9 月末の有価証券の時価は 9月末日における市場価格等に基づく時価としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．金融再生法開示債権（単体） 

２．単体自己資本比率（国内基準適用） 

３．主要勘定の状況 

４．有価証券等時価情報 

記載金額の端数処理について 
 
金融再生法開示債権，主要勘定の状況，有価証券等時価情報等の記載金額は，百万円未満を四捨五入

して表示しております。そのため，内訳金額を合計した金額が合計欄記載の金額と一致しない場合があ
ります。 
なお，金額が 50 万円未満の科目等については「0」，残高が無い場合は「－」で表示しています。 

経 営 管 理 委 員 会 

報告事項 資料№○ 半期ディ スクロー ジャ ー 



 
 

農業関係の持続的な取り組み 

 

(1) ｢ＪＡ岡山営農
振興計画」に基
づいた営農指
導 機 能 の 強
化・充実による
意欲ある担い
手経営体の育
成・支援と農畜
産物の生産振
興 

○「ＪＡ岡山営農振興計画」に基づき営農指導機能の強化・充実を図るとともに，「営農

振興支援事業」を実施し，農畜産物の生産振興，意欲ある担い手経営体の育成・支援に

よる産地の維持・発展に取り組んでいます。 

○新たな営農指導体制の確立のため，地域農業を担う担い手農家に対して専門的かつ日常

的に出向く営農指導活動を目標に掲げ，TAC（担い手対応）と営農指導員の双方の業務

を受け持つ TAC 指導員体制を構築し，営農振興計画の実践に向けた活動に取り組んで

います。 

○「○岡 園芸部会協議会」を基軸として，エリア協議会・代表者会議を開催し，組織活動

の強化と園芸産地振興に取り組んでいます。 

○主食用米として需要のある「ヒノヒカリ」の食味ランキング特Ａ獲得に向けた取り組み

を行っています。また，水田活用米穀の計画的導入と業務用・加工用に需要のある「ア

ケボノ」の安定多収生産技術の確立に向けた実証試験に取り組んでいます。 

○麦については，土壌診断を実施し，適正な土づくり指導により，高品質，多収性に向け

た生産振興に取り組んでいます。 

○｢ＪＡ岡山園芸重点振興品目｣として，夏秋なす・アスパラガス・たまねぎ・契約野菜の

作付推進を図り，新規産地の育成ならびに既存産地の規模拡大に取り組んでいます。 

○水田フル活用および備南育苗施設の利用促進による契約野菜（レタス・キャベツ・はく

さい・夏秋なす等）の作付推進に取り組んでいます。 

○果樹については，もも（清水白桃・おかやま夢白桃・白皇・白露），ぶどう（ピオーネ・

シャインマスカット・オーロラブラック・紫苑）の新改植を計画的に取り組んでいます。 

(2) 担い手経営体
の確保 

○意欲ある担い手の育成と確保を目的として，「就農トータルサポート事業」や「新規就

農応援事業」等，行政と連携した各種事業に取り組んでいます。 

○新規栽培者の掘り起こしと産地の活性化を目的として，もも・ぶどう・野菜農業塾をは

じめとする各種栽培講習会を開催し，農業生産基盤の底辺拡大に取り組んでいます。 

(3) 農業関連資材
の有利供給 

○主力品目を中心に価格の引き下げや安定供給に取り組むとともに,経済事業収支改善に

向けた経費削減に取り組んでいます。 

○予約購買を基軸とした有利な安定供給に取り組んでいます。 

○生産資材コストを抑制するため，ＪＡ岡山プライベートブランド肥料であるヒノヒカリ

専用，朝日・アケボノ専用，コシヒカリ・あきたこまち専用肥料および大型規格農薬の

普及拡大を図るとともに,魅力ある価格設定に努めています。 

(4) 安全・安心な
農産物の安定
供給体制の確
立と販売促進 

○生産から販売までをキーワードに安全・安心な農産物の安定供給体制の確立を基本と

し，農業者の所得増大に取り組んでいます。 

○米では需要のある品種への集約と直接販売の拡大に取り組んでいます。 

○野菜では期間相対取引，値決め販売等を行い農家所得の安定確保に努め，○岡 ブランド

の知名度アップを目的に県内外での販売促進ＰＲ活動を積極的に行っています。 

○果実では主に「清水白桃」，「ピオーネ」，「シャインマスカット」，「オーロラブラック」

について，大都市圏市場での取引拡大に努めています。 

また，加工用清水白桃を原料とした「清水白桃シラップ漬け」を製造し，菓子メーカー

との共同開発商品として「清水白桃飲むジュレ」と加工用みかんを使った「あらごし み

かんジュース」を販売しています。 

○花卉では，関係機関と連携し，小学校での花育活動などを通じて管内花卉のＰＲ活動を

行っています。 

○農産物直売所では，栽培講習会等の開催をはじめ，栽培品目の提案や栽培管理日誌の記

帳確認，残留農薬自主検査など安全・安心な農産物出荷体制の充実を図るとともに，店

舗運営委員会と連携してイベントを開催するなど，消費者のニーズに応える店舗運営に

取り組んでいます。 

○農産物直売所の有効活用，新たな販売流通経路の多様化への対応として「農産物直売所

はなやか中央店」への精肉コーナーの開設と管内農産物をはじめ，千屋牛（精肉），管

内農産物を使用した加工品のインターネット販売を展開するとともに，県内ＪＡ間の産

直品取引を開始し，農産物の販売と販路の拡大に取り組んでいます。 

地域密着型金融への取り組み（中小企業等の経営の改善および地域の活性化のための取り組みの状況を含む） 

 (1) 農業者等の経
営支援に関す
る取組方針 

○県域農業金融センターと連携し，新規就農者等に対し確実な訪問活動を実施 

○農業者等のニーズを捉え，金融を中心とする各種サービスの提供を実施 

(2) 農業者等の経
営支援に関す
る態勢整備 

○信用部門と営農部門との連携による農業者等への経営支援態勢整備の強化 

○多様化する農業者の金融ニーズに応えるため農業融資担当者の知識向上のための研修

会の実施 

○｢ＪＡバンク農業金融プランナー」有資格者数 38 名 

 

 
(3) 農業者等への

支援対応力強
化 

○農業者宅への訪問頻度の向上 

○農業金融に関する情報提供 

○農業者の営農計画を踏まえた資金ニーズの的確な把握 

○ＪＡバンク利子助成の効果的な活用 

○農業資金残高 1,203 百万円 融資実績数：432 件 

(4) 農業者等のニ
ーズに対応で
きる農業融資
担当者の配置 

○本所 3名，支所 80 名配置 

 

 

 

全般に関する事項 

 

協同組織の特性 

当ＪＡは，岡山市（東区瀬戸町を除く），玉野市，瀬戸内市および加賀郡吉備

中央町の加茂川地区を事業区域として，農業者を中心とした地域住民の方々が組

合員となって，相互扶助（お互いに助け合い，お互いに発展してゆくこと）を共

通の理念として運営される協同組織であり，地域農業の活性化に資する地域金融

機関です。 

当ＪＡの資金は，その大半が組合員・利用者の皆さまからお預かりした，大切

な財産である「貯金」を源泉としています。当ＪＡでは資金を必要とする組合員・

利用者の皆さまや，地方公共団体などにもご利用いただいています。 

当ＪＡは，地域の一員として，農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向

けて，「地域に密着し，地域に根ざし，地域とともに歩む。」を経営理念として掲

げて事業活動を展開しています。 

また，ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能，サービス等を提供するだけでな

く，地域の協同組織として，農業や助け合いを通じた社会貢献に努めています。 

 組合員数・出資金 組合員数 正：28,917 准：24,836   出資金 9,850 百万円 

１．地域からの資金調達の状況 

 (1) 貯金残高 537,175 百万円 

(2) 貯金商品 
当ＪＡの特徴的商品として，年金優遇定期・年金優遇福祉型定期・退職金専用

金利優遇型定期の提供 

２．地域への資金供給の状況 

 (1) 貸出金残高 155,555 百万円 

(2) 制度融資取扱状況 
農業近代化資金・農業経営改善促進資金（スーパーＳ）・畜産特別資金・就農

支援資金等 

(3) 融資商品 
当ＪＡの主力商品として，ＪＡ住宅ローン・ＪＡトータルプラン・ＪＡ賃貸住

宅ローン・ＪＡマイカーローン・営農ローンの提供 

３．農業振興活動・文化的・社会的貢献に関する事項（地域とのつながり） 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 農業振興活動 
○地産地消・食農教育の取り組み 

○担い手・新規就農者の育成・支援 

○集落営農組織化・法人化への支援・協力 

(2) 文化的・社会的貢献 
に関する事項 

○学校給食への地元農産物の提供支援 

○地域行事への参加 

○高齢者福祉活動への取り組み 

○税務相談会の開催 

○各種募金活動の窓口協力 

○図画・作文・書道コンク－ル等の開催 

(3) 利用者ネットワーク 
化への取り組み 

○年金友の会（総会および親睦会，平成 30 年 9月 13 日～9月 16 日 於倉敷市

民会館 参加人数 8,066 名） 

(4) 情報提供活動 
○ＪＡ広報誌「ぱれっと」 

 コミュニティ誌「あぐろぐ OKAYAMA」の発行 

○ホームページを通じた組合員・利用者の皆さまへの情報提供 

(5) 店舗体制 
本所 1，支所 39，ローンセンター 1， 

不動産開発課 1，営農センター 7，資材店 7，農産物直売所 12 
 

６．地域貢献情報 

５．農業振興活動 


